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Abstract: In recent years the development of brain science is remarkable, and new 
findings from brain science are applied in various fields. Carrying out the 
introductory education of brain science to Tama University students will 
contribute to nurturing human resources who are willing to challenge new fields 
and have the ability to discover and solve problems themselves. This report reports 
on the research activities related to electroencephalogram (EEG) measurement 
conducted in seminars as part of constructing the educational research environment 
for brain science introductory education. The educational research activities on 
charm of power spots conducted at School of Management and Information 
Sciences, and that on danger prediction during car driving conducted at School of 
Global Studies are raised as concrete examples. The experimental methods and 
results are reported; meanwhile, issues and future work are discussed. 
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今年度の計測実験では、脳波測定器として OPENBCI 社の 8 チャンネル、サンプリングレ





ータに対し、MATLAB という信号処理用システムと EEGLAB という脳波分析用プログラムを使
用して、フィルタリングによるノイズ除去や周波数解析を行った。 
        



































































































表 2 閉眼時の集中度の平均を T-検定した結果 
 研究室 パワーポイント 
平均 0.601874969 0.651415501 
分散 0.005212507 0.007480656 






t 境界値 片側 1.717144374
P(T<=t) 両側 0.039492925


















































































実際の脳波測定実験には計 48 個の危険運転動画及び 24 個の安全運転動画を使用した。
これらの動画を 4 つのセッションに分け、各セッションは危険運転動画 16 個と安全運転動













リーソフトウェア(Mathot, S., et al., 2012)を使用した。ゼミでの教育内容の一つとして、
ゼミ生全員にOpensesameでの刺激提示プログラムの作成方法を勉強させた。Opensesame
は Graphic User Interface を持ち、Python プログラミング言語による Script もサポート
している。実際に Opensesame で刺激提示プログラムを作成した際には、Graphic ベース
で基本的な刺激提示命令を作成したうえで、細かい設定や効率の良い刺激提示プログラム
にするために Script も利用した。 
脳波測定には、Emotiv EPOC (Emotiv Inc.)という携帯型簡易脳波測定計を使用した(図





図 8: Emotiv, Inc社の簡易脳波測
定計 Emotiv EPOC 
136 
実験時に刺激提示用 PC と脳波データ収集用 PC をそれぞれ用意し、計 2 台の PC を使用
した。脳波データにも刺激提示タイミングを記録させるため、2 台のパソコンをシリアポー
ト経由で RS-232 ケーブルを使って接続した。 
実際の脳波測定実験では、ゼミ生がお互いに被験者や計測者となり、実験を遂行した。
図 9 は実験時の脳波測定装置を装着及び調整した時の風景を撮ったものである。 
 
3.2.4 データ分析と結果について 
脳波測定実験で収集した脳波データを脳波解析フリーソフト EEGLAB (Delorme, A. & 
Makeig, S., 2004) を利用して分析を行った。EEGLAB は MathWorks 社が開発した数値計
算用ソフトウェア MATLAB をベースとしている。データ分析した時、まずはベースライン
を除去し、そしてフィルタリングによって脳波信号帯域以外の周波数を排除した。その後、
危険運転動画刺激に対しては、想定した危険発生時点を中心に、前後各 900 ms 間の脳波デ
ータのみを取り出し、分析を行った。一方、安全運転動画刺激に対しては、動画開始後 3




傾向が見うけられた。図 10 と図 11 はある被験者における脳波データの分析結果例である。
図 10 は危険運転刺激に対する脳波変動の分析結果であり、図 11 は安全運転刺激に対する
脳波変動の分析結果である。 
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